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e-Gov全体 
e-Gov が「電子政府の総合窓口」として誕生してからおよそ 20 年、電子申請の運用を始めてから 13

年以上の時間が経過しています。 
2020 年 11 月 24 日に予定する更改では、変化の激しい時代に対応し、e-Gov を使いやすくするため、

サービスデザインやデザイン思考を取入れ、e-Gov 全体に関するデザインの刷新を実現しています。こ
こでは、e-Gov の 2020 年更改に伴う変更点の概要をご紹介します。 
 

1. デザインを刷新しています 
（1） Webサイトを再編します 

これまでは、1つのWebサイトに e-Govが提供する全てのサービスを収容していたために、
雑然とした印象をもたれたこともあったようですが、2020年の更改では、提供サービス別に
Webサイトを分けるマルチサイト形式を取入れ、利用者の皆様がそれほど迷うことなく、目的と
する情報、アプリケーションに到達できるように工夫しています。 

 

（2） ビジュアルデザインに統一感を持たせています 

サービス別Webサイトのサイト構造、UI（ユーザーインタフェース）に統一感を持たせ、e-
Govが提供するサービス・情報の見つけやすさを改善するために、「デザインガイドライン」を定
め、これに沿って UI設計を行っています。 

なお、この「デザインガイドライン」は、新しい e-GovのWebサイトでご覧いただくことが
できます。 
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https://www.e-gov.go.jp/about-site/e-gov/designguidelines/

 

（3） 名称を変更します 

e-Govの誕生から現在に至るまで「電子政府の総合窓口（e-Gov）」を正式名称としていました
が、「名が体を表していない」との自己認識に基づき、現在の名称から「電子政府の総合窓口」を
取り除くこととしました。 

その上で、今後は「e-Gov」との名称を e-Govドメインで提供するサービスを総称する名称と
して使用したいと考えています。 

 

読み方は、これまでと同様「いーがぶ」となります。 

「いーがば」や「いーごぶ」と読むのは間違いです。正しくは「いーがぶ」と読みますので、
引続きよろしくお願いします。 
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（4） ロゴも変えます 

名称変更に伴い、次のとおりロゴデザインも変更することとしています。新しいロゴでは、洗
練されたシンプルな形状を用いることにより、スマートな印象を持たせるようにしています。 

 

また、ロゴの変更にあわせて、ロゴの使用ルールを新たに設けることとしましたので、様々な
目的により e-Govをご紹介いただく際は、「ロゴの使用について」をご確認いただけますようお
願いします。 

なお、この「ロゴの使用について」は、新しい e-GovのWebサイトでご覧いただくことがで
きます。 
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2. 提供サービスを棚卸ししました 
（1） サービスカタログが変わります 

2020年更改以降の e-Govによる提供サービスを次のとおりとします。 

 ポータル 
 利用者アカウント 
 パブリック・コメント 
 法令検索 
 文書管理 
 個人情報保護 
 電子申請 
 開発者ポータル 

これらのうち、「利用者アカウント」サービスと「開発者ポータル」サービスは、今般の更改に
伴って新たに提供を開始するものとなります。「電子申請」サービス、「開発者ポータル」サービ
スに関する変更概要について、詳しくは「2020年更改に伴う変更概要（電子申請サービス編）」
をご参照ください。「法令検索」サービスについては、別途変更概要が掲載 1されていますので、
そちらをご参照ください。 

なお、2004年 1月以降継続して提供してきた「組織・制度の概要案内」サービスは、各行政機
関が運用する組織Webサイトによる提供情報が充実し、既に役割を終えたとの判断に基づき、
2020年更改を契機としてサービス自体廃止することとしています。 

また、「各府省への政策に関する意見・要望」は、「政策に関する企画・提案」としてリニュー
アルし、e-Govポータルのコンテンツとして位置づけ、UIの変更を施しています。 

（2） FQDN・URLが変わります 

サービスカタログの変更及びWebサイトのマルチサイト形式への移行に伴い、e-Govで提供す
るサービスに関するWebサイトについて、FQDN（完全修飾ドメイン名）、URLの変更を予定し
ています。URLが変更になる場合は、当該 URLが属する FQDNのWebサイトトップページにリ
ダイレクトされるよう設定しています。なお、2020年更改時点で意見募集公示中の一部パブリッ
ク・コメント情報については、新たなWebサイトの該当 URLへリダイレクトされるよう設定を
行っています。 

ブラウザにブックマークを登録いただいている方は、大変お手数をおかけしますが、11月 24
日以降にブックマークの再登録をお願いします。 

 
1 https://elaws.e-gov.go.jp/search/html/NEXTeGovSearchUIimage.pdf 
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変更概要 
1. ポータル 
従来の e-Govトップページに相当します。トップページの URLとリンク集としての基本特性は

変わりませんが、リンク集の配置と構成を大きく見直しています。 

（1） 外観 

主に国の行政機関等がそれぞれのWebサイトにおいて発信する行政サービスや施策に関する情
報を前提として、16カテゴリー最大 3階層に分類し、情報の所在をわかりやすく案内できるよう
デザインを変更しています。下図は、現時点の表示イメージです。11月 24日に予定する 2020
年更改までの間に内容、表記が更に変更されることがあります。 

 

図 1 e-Gov ポータル表示イメージ 
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（2） e-Gov既存サービスの所在 

2020年更改に伴うマルチサイト形式への再編により、e-Govで従前から提供してきた各サービ
スについても、各サービスのWebサイトへのアクセスによりご利用いただく形態に変わります。
更改後しばらくの間は、e-Govポータルの上部に各サービスへのナビゲーションのためのリンク
を配置することとしていますので、各サービスのWebサイトをブックマークする際は、それぞれ
のWebサイトを登録ください。もちろん、e-Govポータルをブックマーク対象とする整理の仕方
もございます。 

 

図 2 各サービスナビゲーション用のリンク 
 

（3） 政策に関する企画・提案 

① 概要 

これまでは、受付番号のお知らせを原則として画面表示のみによって行っており、電子メール
による通知を希望者のみとしていましたが、メールアドレス誤入力等のために適切に通知できな
い問題のほか、投稿した政策提言内容を確認したい旨のお問合せも少なからずいただいておりま
した。 

これらの問題・要望に対処するため、2020年更改にあたっては、ご利用者様にアカウントの登
録をお願いするとともに、企画・提案時にはログインを前提とし、企画・提案の提出後に希望者
にのみ企画・提案の提出内容と受付番号をログイン時に使用されたメールアドレスに対して送信
できるよう仕様を見直しています。 
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② ログイン 

ログイン時には、e-Govで発行するアカウントのほか、Gビズ ID、Microsoftアカウント
を利用できます。いずれのアカウントもお持ちではない場合は、e-Govでアカウント登録する
こともできます。 

 

 ログインアカウントは簡単に作成できます 

e-Govを使ってログインアカウントを作成する場合は、まず「e-Govアカウント登録ペー
ジへ」を選択し、電子申請に使用する電子メールアドレスを入力し、アカウントを仮登録しま
す。Gビズ IDやMicrosoftアカウントを持っている場合は、e-Govへのログインにこれらの
アカウントを使用することもできます。 

 

図 3 アカウント仮登録 
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図 4 アカウント仮登録完了 

仮登録後に e-Govから送信されるメール「[e-Gov]アカウント本登録のご案内」記載の
URLにアクセスし、パスワードを設定すれば、アカウントの作成は終わりです。 

 アカウント登録にあたっての留意点 
 アカウント本登録用 URLは、1 時間に限り有効な期限付 URLとしています。1 時間を経過すると、この URL

は使用できなくなります。 

 アカウント本登録用 URLの有効期限を過ぎてしまった場合は、アカウント仮登録からやり直してください。 

 パスワード強度を高・中・低の 3 段階で表示します。パスワードを設定する際の参考としてください。 

 

図 5 アカウント本登録 
 

 初回ログイン時にアカウントの保護設定が必要です 

e-Govでは、2要素認証か「秘密の質問と答え」のどちらか一方が設定されない限り、本登
録されたアカウントを有効化できないようにしています。記憶に頼る必要のない 2要素認証の
設定をお薦めしていますが、スマートフォンを用意できないなどの状況に応じて選択できるよ
うにしています。 
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なお、2要素認証を選択する場合に使用できる Authenticator（オーセンティケーター）
は、“FreeOTP”又は“Google Authenticator”のうち、どちらか 1つになります。 

 

図 6 2 要素認証設定 
 

 アカウント保護設定に関する留意点 
 ここでご案内するアカウント保護設定の対象は、e-Govに登録したアカウントになります。e-Govへのログイ

ンアカウントとして、G ビズ IDや Microsoftアカウントを使用する場合のアカウント保護設定については、そ

れぞれの認証サービスによる案内をご確認ください。 

 「秘密の質問と答え」を忘れてしまった場合は、再設定が必要です。 
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③ 提出先の指定 

これまで同様、企画・提案の提出先を指定できますが、これまでと異なり、提出先の指定は
1箇所のみとなります。 

 

図 7 提出先の選択 
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④ 政策に関する企画・提案入力 

提出先の行政機関を選択すると、企画・提案入力に画面が切り替わります。 

 

選択した提出先とログインに使用したメールアドレスが初期表示されます。入力可能文字数
が 2000文字までであること、ファイル添付ができないことは従来の政策提言と同様となりま
す。 

提出内容と受付番号のメール通知を希望する場合は、「送信を希望する」にチェックを入力
してください。 

また、企画・提案の提出にあたっては留意事項の確認をお願いしています。「留意事項」を
クリックすると次の内容が表示されます。なお、留意事項の内容は、今後変更される場合があ
ります。 
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 提出された政策に関する企画・提案の内容は、指定された提出先行政機関に対して e-
Govから遅滞なく転送されます。 

 提出された政策に関する企画・提案の訂正はできません。訂正の必要がある場合は、訂
正対象の企画・提案を明記して再度政策に関する企画・提案を提出するか、別途提出先
行政機関に対して個別にご確認ください。 

 提出された政策に関する企画・提案について、提出先行政機関における検討その他何ら
かの対応をお約束するものではありません。 

 提出された政策に関する企画・提案の提出先各行政機関における採否、検討状況、検討
結果についての情報提供は行っておりません。 

 提出された政策に関する企画・提案の提出先各行政機関における採否、検討状況、検討
結果に係る e-Govあての個別具体のお問合せについてはご遠慮くださいますようお願
いします。 

 提出された政策に関する企画・提案は、提出先各行政機関の所掌において、今後の政策
立案検討において参考とする場合がございます。 

提出内容及び受付番号に関するメール通知を希望した場合は、内容を確認し、企画・提案を
提出した時に、e-Govから「「政策に関する企画・提案（[提出先行政機関名]）」を受け付けま
した」とのタイトルのメール通知が送信されます。 
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2. パブリック・コメント 
（1） Webサイトが独立します 

従来は、パブリック・コメントに関する情報提供サービスを e-GovのWebサイトの１コンテ
ンツとして位置づけており、意見募集中案件一覧等にも e-Gov全体を対象としたグローバル・ナ
ビゲーションを配置していましたが、2020年更改以降は、このスタイルを改め、パブリック・コ
メントに関する情報だけを対象としたWebサイトを設置することとしています。以下にその表示
イメージを示します。 

 

図 8 e-Gov パブリック・コメントトップページの表示イメージ 

新たに公示されたパブリック・コメント情報がある場合、意見募集、結果公示それぞれについ
て新着案件が表示されます。なお、意見募集案件と結果公示案件とは、タブにより表示切替えす
ることができます。 

（2） 案件一覧が変わります 

従来の案件一覧では、左側に検索条件項目を配置し、意見募集中、意見募集終了及び結果公示
をタブにより切替えるスタイルを採用していました。 

2020年更改以降も案件一覧の情報量は現行 e-Govとほぼ同様となりますが、UIにレスポンシ
ブデザインを取入れ、検索条件項目を再配置するなどの変更を行っています。その結果、従来の
ものと比べてスッキリとした印象の UIになっています。 
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 また、行政手続法に関する施行状況調査結果の公表を基準として、調査対象期間以前の公示情
報を過去案件として仕分け、行政手続法が求める公示期間を終えた情報についても、公共データ
として引続き情報提供できるようにしています。 

 

（3） スマートフォン対応します 

これまではスマートフォン用のブラウザを用いて意見公募中のパブリック・コメントに対して
意見提出する場合は、PCでの表示を前提としたページをスマートフォン用のブラウザで閲覧せざ
るを得なかったことから、様々な制約、困難がありましたが、2020年更改を契機として UIをデ
ザインし直すことにより、スマートフォン用ブラウザであっても無理なく閲覧し、意見提出でき
るように変更しています。以下は、2020年 9月現在でテスト中の内容を表示した表示例です。テ
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ストデータによる表示例のため、実際の意見公募手続に基づく表示とは内容が大きく異なりま
す。 

  

 

  

図 9 スマートフォンブラウザによる表示イメージ（パブリック・コメント） 
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3. 文書管理 
（1） Webサイトが独立します 

従来は、行政文書ファイル管理簿に関する情報提供サービスを e-GovのWebサイトの１コン
テンツとして位置づけており、検索 UI等にも e-Gov全体を対象としたグローバル・ナビゲーシ
ョンを配置していましたが、2020年更改以降は、このスタイルを改め、公文書管理制度との関係
性を踏まえ、公文書等の管理に関する法律に基づき行政機関が公表する行政文書ファイル管理簿
及び独立行政法人等が公表する法人文書ファイル管理簿に関する情報だけを対象としたWebサイ
トを設置することとしています。以下にその表示イメージを示します。なお、情報検索の対象
は、従来同様行政機関が公表する行政文書ファイル管理簿のみとします。 

 

図 10 e-Gov 文書管理トップページの表示イメージ 

Webサイト独立に伴い、従来 e-GovのWebサイト（更改後のポータルに相当）に掲載してき
た情報公開窓口に関する情報、独立行政法人等が作成する法人文書ファイル管理簿に関する情報
についても、e-Gov文書管理（https://administrative-doc.e-gov.go.jp/）による提供情報と位
置づけ、関連する情報の所在に関するリンク集を掲載することとしています。 
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（2） 検索 UIが変わります 

指定できる検索条件は、現行 e-Govのものとほぼ同様のものとなりますが、UIデザイン標準を
適用し、検索 UIなどの UIをデザインし直しています。 

また、現行 e-Govと同様に、「条件検索」をクリックすると、キーワード以外の詳細検索条件
を指定できるようになります。 

 

 

（3） スマートフォン対応します 

これまではスマートフォン用のブラウザを用いて行政文書ファイル管理簿を閲覧する場合は、
PCでの表示を前提としたページをスマートフォン用のブラウザで検索、閲覧せざるを得なかった
ことから、様々な制約、困難がありましたが、2020年更改を契機として UIをデザインし直すこ
とにより、スマートフォン用ブラウザであっても無理なく行政文書ファイル管理簿に関する情報
を閲覧できるように変更しています。 
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図 11 スマートフォンブラウザによる表示イメージ（文書管理） 
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4. 個人情報保護 
行政機関個人情報ファイル簿に関する情報を検索できる個人情報保護については、e-Govの更

改に先立ち、昨年度Webアクセシビリティ対応を目的とした機能改修を実施したことから、検索
UIの変更やスマートフォン対応も既に完了しており、更改に伴う変更内容は最も少ない結果とな
っていますが、個人情報保護についても、他のサービス同様Webサイトを独立させ、個人情報フ
ァイル簿に関する情報だけを対象としたWebサイトを設置することとしています。以下にその表
示イメージを示します。 

 

図 12 個人情報保護トップページの表示イメージ 
 

Web サイト独立に伴い、従来 e-Gov の Web サイト（更改後のポータルに相当）に掲載してきた開示
請求窓口に関する情報、独立行政法人等が作成する法人個人情報ファイル簿に関する情報についても、
e-Gov 個人情報保護（https://personal-info.e-gov.go.jp/）による提供情報と位置づけ、関連する情報の
所在に関するリンク集を掲載することとしています。 


